
業務委託の最低制限価格の設定方法及び記載例

＜平成２２年６月１日から適用＞

【最低制限価格の設定方法について】

１ 最低制限価格制度における最低制限価格の設定方法 （５０万円超の業務委託が対象）

最低制限価格（税抜）＝［（平均入札額（税抜）＋予定価格（税抜）×２）／３×０．８２］

平均入札額（税抜）は、予定価格（税抜）の制限の範囲内で有効な入札を行った全ての入札書を対
象に算出する。ただし、予定価格（税抜）の７５％未満の入札書は、予定価格（税抜）の７５％とみ
なして算出する。

※注意※

（１）予定価格（税抜）の７５％に千円未満の端数が生じた場合は、千円未満を切り捨て。

（２）最低制限価格（税抜）に一円未満の端数が生じた場合は、一円未満を切り捨て。

【計算例】 予定価格（税抜） 10,000,000円
（単位：円）

入札額（税抜） 平均入札額算出時の額 結 果

Ａ社 9,299,994 9,299,994

Ｂ社 9,099,994 9,099,994

Ｃ社 8,399,994 8,399,994

Ｄ社 8,099,994 8,099,994 落札

Ｅ社 7,700,000 7,700,000 失格（7,700,000 ＜ 7,748,998）

Ｆ社 7,300,000 ☆ → 7,500,000 （みなし） 失格（7,300,000 ＜ 7,748,998）

合 計 50,099,976

平均入札額（税抜） 50,099,976 ÷ ６ ＝ 8,349,996

最低制限価格（税抜）＝（ 8,349,996 ＋ 10,000,000 ×２）／３×０．８２＝ 7,748,998

※ ☆は予定価格の７５％（ 10,000,000 × ０．７５ ＝ 7,500,000 ）未満の入札額


